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ミミ
ニニ
トト
ママ
トト
のの
出出
荷荷
始始
まま
るる 

野
菜
園
芸
コ
ー
ス 
佐
々
木
一
斗 

        

私
は
、
昨

年
、
新
設
さ

れ
た
施
設
を

活
用
し
、
卒

業
論
文
の
テ

ー
マ
と
し
て

ミ
ニ
ト
マ
ト 

の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

研
究
で
は
、
香
川
県
農
業
試
験

場
が
開
発
し
た
「
収
穫
枝
更
新
法
」

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
調
べ
て
い

ま
す
。 

こ
の
技
術
は
、
基
準
と
な
る
段

数
で
主
枝
を
摘
心
し
、
主
枝
の
収

穫
を
終
え
る
と
新
た
な
側
枝
に
収

穫
の
場
を
更
新
す
る
方
法
で
あ
り
、

従
来
の
「
一
本
仕
立
て
」
で
労
力

を
要
す
る
「
つ
る
卸
し
作
業
」
が

不
要
と
な
る
た
め
、
作
業
の
省
力

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

卒
論
研
究
で
は
、
収
穫
枝
更
新

法
の
収
量
性
・
作
業
性
の
調
査
と

更
新
す
る
脇
芽
の
効
率
的
な
残
し

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。 

十
月
一
日
か
ら
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

出
荷
が
ス
タ
ー
ト
し
、
収
量
調
査

な
ど
卒
業
論
文
の
作
成
に
向
け
た

調
査
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。 

今
後
も
研
究
を
通
し
て
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
効
率
的
な
栽
培
方
法
を
学

び
、
就
農
後
の
経
営
に
活
か
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

卒卒
業業
論論
文文
にに
取取
組組
みみ
中中
！！  

花
き
園
芸
コ
ー
ス
上
原 
華
菜
美 

私
達
二
年
生
は
、
校
内
と
農
家

に
分
か
れ
て
専
攻
実
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
私
は
校
内
で
切
花
や
鉢

花
な
ど
の
栽
培
管
理
作
業
を
通
し

て
花
き
の
知
識
や
技
術
を
身
に
つ

け
て
い
ま
す
。 

 
主
に
、
午
前
中
は
切
花
の
収
穫
、

調
整
を
し
て
市
場
等
に
出
荷
し
、

午
後
は
管
理
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

収
穫
量
が
多
い
時
は
忙
し
く
て
結

構
大
変
で
す
。 

専
攻
実
習
の
中
で
は
、
卒
業
論

文
課
題
と
し
て
、
新
テ
ッ
ポ
ウ
ユ 

リ
の
栽

植
密
度

が
切
花

品
質
に

及
ぼ
す

影
響
に

つ
い
て

調
査
を

行
っ
て

い
ま
す
。 

今
後
は
、
調
査
デ
ー
タ
を
取
り

ま
と
め
、
卒
業
論
文
の
作
成
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
回
の
結

果
が
県
内
の
新
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
栽

培
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

専
攻
実
習
も
含
め
た
農
大
で
の

経
験
が
、
社
会
に
出
て
活
か
せ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

モモ
モモ
のの
果果
実実
品品
質質
向向
上上  

果
樹
園
芸
コ
ー
ス 
左
海 
聡
起 

私
達
果
樹
園
芸
コ
ー
ス
の
二
年

生
は
、
校
内
に
あ
る
果
樹
園
と
農
業

試
験
場
府
中
果
樹
研
究
所
に
分
か

れ
て
専
攻
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

専
攻
実
習
で
は
、
各
々
が
専
攻 

す
る
果
樹
と
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ

を
決
め
、
先
生
方
か
ら
指
導
や
助

言
を
頂
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

 

URL https://www.pref.kagawa.lg.jp/nodai/ 

農大だより 

□専攻実習の取り組み □活躍する卒業生 □頑張る修了生 □農業法人見学会 

□ハウスの自力施工研修 □農福連携の農作業実習 □同窓会だより 

□オープンキャンパス 

第 29 号 香川県立農業大学校 

〒766-0004 

仲多度郡琴平町榎井 34-3 

TEL 0877-75-1141  

FAX 0877-75-3989 

E-mail：nodai@pref.kagawa.lg.jp 

専専

攻攻

実実

習習

のの

取取

りり

組組

みみ



令和３年 12 月                 農大だより                      第 29 号  

 
 

私
は
、 

モ
モ
の

開
花
時

期
の
違

い
が
果

実
品
質

に
及
ぼ

す
影
響

を
調
べ

る
課
題 

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

収
穫
時
期
に
近
づ
く
と
、
落
果

や
虫
や
鳥
に
よ
る
食
害
が
起
こ
っ

て
し
ま
う
の
で
、
心
配
に
な
っ
て

専
攻
実
習
の
な
い
日
も
果
樹
園
に

通
い
ま
し
た
。 

現
在
は
調
査
が
終
わ
っ
た
の
で
、

デ
ー
タ
を
整
理
し
、
卒
業
論
文
の

作
成
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。 

私
は
、
専
攻
実
習
を
し
て
い
く

う
ち
に
、
モ
モ
農
家
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
の
で
、
そ
の
夢
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
思
い

ま
す
。 

 坪坪
庭庭
をを
作作
庭庭
中中
！！  

造
園
緑
化
コ
ー
ス 
林 
春
奈 

 

私
達
二
年
生
は
、
校
内
に
お
い

て
専
攻
実
習
を
行
っ
て
お
り
、
造

園
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
や
技 

           

術
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。 

私
は
、
卒
業
論
文
課
題
と
し
て
、

校
内
の
坪
庭
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、

「
植
物
を
使
わ
な
い
石
庭
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
作
庭
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

以
前
に
作
ら
れ
て
い
た
坪
庭
は
、

植
栽
さ
れ
て
い
た
マ
ツ
が
枯
死
し

て
無
く
な
っ
て
い
た
り
、
竹
垣
も

老
朽
化
す
る
な
ど
、
景
観
を
失
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
新
た
な
デ

ザ
イ
ン
の
坪
庭
と
し
て
作
庭
し
た

い
と
思
い
、
取
り
組
む
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

今
後
は
、
計
画
に
基
づ
き
作
庭

作
業
を
進
め
、
卒
業
論
文
と
し
て

作
成
し
て
い
き
ま
す
。 

専
攻
実
習
も
含
め
た
農
大
で
の

経
験
が
、
社
会
に
出
て
活
か
せ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

西
川 
玲
央
さ
ん
（
高
松
市
） 

平
成
二
九
年
度 

野
菜
園
芸
コ
ー
ス
卒
業 

西
川
さ
ん
は
高
松
市
檀
紙
町
出

身
で
、
平
成
二
八
年
か
ら
二
年
間
、

担
い
手
養
成
科
野
菜
園
芸
コ
ー
ス

に
在
籍
し
ま
し
た
。 

当
初
は
お
じ
い
さ
ん
が
病
気
で

管
理
で
き
な
く
な
っ
た
家
庭
菜
園

を
借
り
て
栽
培
を
始
め
、
中
学
二

年
の
時
に
路
上
販
売
で
農
作
物
を

お
金
に
変
え
る
仕
組
み
に
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
付
加
価

値
を
付
け
て
差
別
化
を
図
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
考
え

て
い
る
頃
に
出
会
っ
た
の
が
有
機

農
業
で
す
。
そ
の
知
識
を
得
る
た 

           

め
農
業
大
学
校
で
技
術
を
学
ぶ
こ

と
を
選
択
し
ま
し
た
。 

 
農
業
大
学
校
で
は
、
よ
し
む
ら

農
園
で
専
攻
実
習
を
行
い
、
ナ
ス

の
有
機
栽
培
に
お
け
る
経
営
評
価

を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
に
取
組
み
、

ま
た
実
習
で
の
作
業
を
通
じ
て
有

機
栽
培
に
お
け
る
経
営
と
は
何
か

を
学
び
ま
し
た
。 

 
農
業
大
学
校
を
卒
業
後
は
、
離

農
し
た
農
家
の
農
地
を
受
け
継
ぎ
、

高
松
市
新
田
町
で
有
機
栽
培
に
よ

る
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
オ
ク
ラ
、

レ
タ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
少
量
多

品
目
栽
培
に
取
り
組
み
、
現
在
は

産
直
出
荷
を
中
心
に
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

    

三
好 
義
範
さ
ん
、
奈
美
さ
ん 

（
高
松
市
） 

三
好
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
県
外
か

ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
義
範
さ
ん
の
地

元
、
高
松
市
牟
礼
町
で
就
農
さ
れ

ま
し
た
。
就
農
に
先
立
ち
、
平
成

二
五
年
に
農
大
の
就
農
準
備
研
修

を
夫
婦
で
受
講
し
、
野
菜
の
栽
培

技
術
を
学
ば
れ
て
い
ま
す
。 

農
業
経
営
と
し
て
は
、
地
元
特

活活

躍躍

すす

るる

卒卒

業業

生生  

頑頑

張張

るる

修修

了了

生生
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 産
の
キ
ュ
ウ
リ
を
中
心
に
ナ
バ
ナ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
を
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
昨
年
か
ら
は
新
た

に
キ
ュ
ウ
リ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
も

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

              

農
業
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、

令
和
元
年
に
「
よ
し
よ
し
ア
グ
リ

株
式
会
社
」
を
設
立
、
さ
ら
に
は
、

新
鮮
な
野
菜
を
地
元
に
届
け
た
い

と
い
う
思
い
で
、
昨
年
九
月
に
直

売
所
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
奈
美
さ
ん
は
地
域
の
農

業
女
性
グ
ル
ー
プ
「
東
讃
地
域
農

ガ
ー
ル
」
の
会
長
で
も
あ
り
、
交

流
会
や
食
育
活
動
を
通
じ
て
地
域

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
も
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
農
業
を
通
じ
て
地
元
を
元
気

に
し
た
い
！
」
、
よ
し
よ
し
ア
グ
リ

の
夢
は
、
ま
だ
ま
だ
広
が
り
ま
す
。 

   

先
進
的
な
農
業
経
営
の
現
場
を

知
る
こ
と
で
、
学
生
の
就
農
や
就

職
に
役
立
て
る
た
め
、
保
護
者
が

会
員
の
「
後
援
会
」
が
農
業
法
人

見
学
会
を
実
施
し
、
保
護
者
と
学

生
が
参
加
し
ま
し
た
。 

              
十
月
二
日
に
尾
野
農
園
、
モ
リ

ヒ
ロ
園
芸
、
藤
川
果
樹
園
を
、
十

月
三
〇
日
に
荒
川
農
園
、
香
花
園
、

四
国
造
園
を
訪
問
し
ま
し
た
。
各

法
人
の
経
営
者
の
方
か
ら
事
業
内

容
、
人
材
育
成
な
ど
に
つ
い
て
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
働
く

農
大
Ｏ
Ｂ
の
方
も
仕
事
の
内
容
や

体
験
談
、
今
後
の
目
標
な
ど
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

就
農
や
就
職
に
参
考
に
な
る
お
話

を
聞
き
、
現
場
を
知
る
こ
と
が
で

き
て
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保
護
者

の
方
か
ら
は
「
社
長
さ
ん
の
先
を

見
据
え
た
熱
い
思
い
や
社
員
の
育

成
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
分
か
り
、
学
び
の
場
と
な
っ

た
。
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

                  

香
川
県
で
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
県
育
成
品
種
で
あ
る
「
さ
ぬ
き

の
め
ざ
め
」
を
は
じ
め
、
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
施
設
野
菜
の

栽
培
が
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

近
年
は
、
新
た
に
施
設
の
導
入

を
希
望
す
る
農
家
が
多
い
一
方
で
、

資
材
費
等
の
高
騰
に
伴
い
、
初
期

投
資
が
高
額
に
な
る
傾
向
で
す
。 

そ
こ
で
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
自

力
施
工
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
地
の
高
齢
化
が
進
み
、
リ
タ
イ

ア
す
る
農
家
も
出
て
く
る
中
、
使

用
し
て
い
た
施
設
の
資
材
を
再
利

用
し
、
自
力
施
工
す
る
こ
と
で
、

施
設
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
農

家
は
、
初
期
投
資
を
抑
え
る
こ
と

が
可
能
で
す
。 

今
回
の
研
修
は
、
ハ
ウ
ス
の
自

力
施
工
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
に

よ
る
「
初
期
投
資
に
か
か
る
コ
ス

ト
の
低
減
」
を
目
的
と
し
て
、
農

業
生
産
流
通
課
主
催
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

八
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か

け
て
三
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

た
研
修
に
は
、
施
設
の
導
入
を
検

討
す
る
農
家
の
ほ
か
、
次
代
を
担

う
普
及
員
が
参
加
し
、
実
際
に
体

を
動
か
し
な
が
ら
技
術
を
学
び
ま

し
た
。 

香花園にて農大 OB が説明 

農農

業業

法法

人人

見見

学学

会会

ハハ
ウウ
スス
のの
自自
力力
施施
工工  

研研
修修
がが
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた
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香
川
県
で
は
、
農
業
者
の
労
働

力
不
足
対
策
と
障
害
者
の
賃
金
向

上
の
た
め
、
障
害
者
が
農
作
業
支

援
を
行
う
「
農
福
連
携
」
の
取
組

み
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

十
月
五
日
㈫
午
後
、
農
大
研
修

科
の
ほ
場
で
、
福
祉
施
設
の
担
当

者
と
施
設
を
利
用
す
る
障
害
者
を

対
象
と
し
た
農
作
業
実
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
実
習
は
、
農
福
連
携
を
進

め
る
県
（
農
業
生
産
流
通
課
、
障

害
福
祉
課
）
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
香
川

県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
が
、 

              

農
福
連
携
の
推
進
と
福
祉
施
設
の

参
加
を
促
す
た
め
実
施
し
た
も
の

で
、
当
日
は
、
三
つ
の
福
祉
施
設

の
担
当
者
（
四
名
）
と
障
害
者
（
六

名
）
が
参
加
し
、
農
大
研
修
科
教

授
と
農
福
連
携
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

指
導
の
も
と
、
農
福
連
携
の
主
要

作
業
の
一
つ
で
あ
る
、
に
ん
に
く

の
植
え
付
け
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
こ
の
実
習
で
手
ご
た

え
を
感
じ
た
一
施
設
が
、
新
た
に

農
作
業
支
援
の
取
組
み
を
始
め
た

と
の
こ
と
で
す
。 

   

仲
多
度
支
部
副
支
部
長 

      
稲
毛 
孝
さ
ん 

私
は
、
昭
和
五
二
年
の
開
校
と

同
時
に
県
立
農
業
大
学
校
に
入
学

し
ま
し
た
。
当
時
の
新
校
舎
は
最

新
の
設
備
が
揃
い
、
専
攻
コ
ー
ス

共
に
定
員
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
学

校
生
活
は
非
常
に
心
地
良
く
、
授

業
や
部
活
動
等
活
気
に
溢
れ
て
い

た
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。 

私
は
野
菜
園
芸
コ
ー
ス
に
入
り
、

植
物
の
生
育
、
生
態
に
興
味
津
々

で
し
た
。
二
年
生
に
な
る
と
イ
チ

ゴ
専
業
農
家
へ
の
派
遣
実
習
が
あ

り
、
緊
張
感
の
あ
る
中
、
充
実
し 

              

た
体
験
学
習
が
で
き
ま
し
た
。 

卒
業
後
は
農
協
に
就
職
し
、
農

大
時
代
の
学
習
経
験
を
活
か
せ
る

営
農
指
導
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。 

農
協
退
職
後
は
農
業
に
専
念
し

て
い
ま
す
が
、
当
初
は
自
作
地
が

少
な
い
た
め
、
借
地
を
増
や
し
、

現
在
は
認
定
農
業
者
と
し
て
約
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。

主
に
水
稲
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ニ

ン
ニ
ク
、
夏
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。 

農
業
の
栽
培
技
術
や
経
営
方
針

は
人
其
々
異
な
り
ま
す
が
、
食
糧

を
生
産
す
る
農
業
は
有
望
な
産
業

の
一
つ
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。 

農
大
生
の
皆
さ
ん
が
、
将
来
の

明
る
い
農
業
を
目
指
し
、
日
本
農

業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
事
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

   

来
年
度
、
入
学
を
希
望
さ
れ
る

学
生
や
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、

八
月
一
日(

日)

の
午
前
と
午
後
の

二
回
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催
し
、
五
十
名
を
超
え
る
方
々

が
参
加
し
ま
し
た
。 

学
校
の
概
要
や
畜
産
と
果
樹
園

芸
コ
ー
ス
の
講
義
内
容
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
を
し
た
後
、
校
内
見

学
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
花

き
園
芸
、
野
菜
園
芸
、
造
園
緑
化

の
各
コ
ー
ス
の
圃
場
を
案
内
し
な

が
ら
各
担
当
教
授
か
ら
実
習
内
容

等
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
資
料
だ
け
で

は
分
か
ら
な
か
っ
た
圃
場
の
状
況 

等
が
見
ら

れ
た
の
で
、

進
路
を
考

え
る
参
考

に
な
り
ま

し
た
。
」
と

の
意
見
も

い
た
だ
き

ま
し
た
。 

｢｢

農農
福福
連連
携携
」」
のの
農農
作作
業業  

実実
習習
がが
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた

同同

窓窓

会会

だだ

よよ

りり

オオ
ーー
ププ
ンン
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
をを  

開開
催催
しし
まま
しし
たた


